
令和３年度 米子市美術館事業報告書 

 

１ 管理業務の実施状況  

 

 
 １ 施設管理の充実          

(1) 第１収蔵庫の改修工事に先立ち第１・２収蔵庫内の収納場所の配置替を行い、大型作品

の寄贈受入に備えた。          

(2) 創作交流広場の樹木を剪定し、美観の維持に努めた。 

(3) 戸田海笛《喜怒哀楽の図》ブロンズレリーフの点検清掃を実施、あわせて同作のメンテ 

ナンス方法を学び良好な維持管理に努めた。      

(4) 来館者の要望を受けトイレ各個室内に荷物掛けフックとコーナースタンドを設置した。 

 

２ 利用者サービスの向上など        

(1) 昨年度中止となっていた特別共催展「フォーエバー現代美術館コレクション 草間彌生

展」を日程を改め開催。代表的なモチーフである「水玉」割引や作家名に因んだ 8,413 

（やよいさん）人目来場者記念セレモニーなどを行い、話題を呼ぶ誘客に努めた。また本 

展から一部キャッシュレス決済を導入し、支払時の利便性向上を図った。 

 (2) 郷土ゆかりの作家の掘り起こしの成果として、特別企画展「甦る日本画家 木下翠雨」を 

開催。調査した現存全作品を収録した図録を作成、完売となった。 

(3) 県内の美術館・博物館と連携し、「木下翠雨の里帰りと同時代を生きた郷土の日本画家 

たち」を会場館である日南町美術館などと共同企画し、収蔵品の貸出やギャラリートーク 

に協力した。 

 (4) 常設展を「コレクション展」と改称。また会期中に「おやこでアートじかん」「かぞくで 

アートじかん」を設定し、幼いころから美術に親しめる場所としてのアピールに取り組ん 

だ。 

(5) ミュージアムスクール「アートな散歩」で新たに山陰歴史館と連携し、両館の学芸員が 

中心市街地を巡りながら野外彫刻や歴史的建造物などについて解説した。   

(6) 当財団連携事業「米子市文化財団カルチャー･フェスティバル」内で過去の展覧会ポスタ 

ーを材料にペーパーバッグを作るワークショップ「レッツリメイク！ポスターバッグ」を

実施。楽しみながらＳＤＧｓを体験できる機会を提供した。 

(7) 若手作家支援展「朝倉弘平 雲わく庭から」では新型コロナウイルス感染症の急拡大を受 

け会場内でのギャラリートークを中止したが、代わりに作家によるオンラインギャラリー 

トークを YouTubeと Twitter上で配信し、鑑賞機会の拡大に努めた。 

 (8) 令和元・２年度分の活動状況をまとめた年報第１号を刊行。初刊行を機に、開館以降の 

展覧会開催状況などを付録として収録した。 



２ 事業の実施状況

事　　業　　名 開催・実施期間
入場者・
参加者数
（人）

内　容

鑑賞事業

日南町阿毘縁出身で、春日村（現・米子市春日地区）村
長も務めた日本画家・木下翠雨［きのした・すいう
/1868-1946］没後75年にして初の回顧展。山水図、花鳥
画、美人画、書など50点と、師の藤田台石、同門の藤田
苔巌、門下であった持田稲香の作品4点もあわせて展示。
展覧会図録刊行。

会場：第1〜2展示室

観覧料：一般500（前売400）円、大学生以下無料
＊70歳以上の方、障がいのある方［付添1人を含む］、10人以
上の団体、リピーター、美術館後援会会員、米子市歴史館友の
会、Feel友の会、鳥取県ミュージアム・ネットワーク加盟館の
チケット・年間パスポートなど提示の料金

 関連事業：

 オープニングトーク 7/16（金） (34) 解説：青戸副館長兼主幹学芸員

 記念講演会
 「木下翠雨の時代
  明治・大正期の鳥取、
　大阪の日本画（南画）」

7/17（土） -
講師：林野雅人氏（大阪中之島美術館主任学芸員）
会場：米子市立図書館 多目的研修室
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

 学芸員レクチャー
「軸の取り扱い方」
 （第1回ミュージアムスクール）

7/24（土）
7/25（日）
7/26（月）

-
講師：青戸副館長兼主幹学芸員
会場：第3展示室
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

 学芸員によるギャラリートーク 8/7（土） -
解説：青戸副館長兼主幹学芸員
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

【新規】
 おやこでアートじかん

会期中
毎週月曜

(9)

小さな頃から美術館及び美術に親しむことを目的に、未
就学児とその親（父母・祖父母など）とが一緒に作品鑑
賞する時間を会期中の毎週月曜日午前10時〜正午に設
定。展示作品の細部に着目できるシートを配布して、よ
り楽しめる鑑賞を促した。

郷土ゆかりの新進気鋭の作家を発掘しその育成を図る
「若手作家支援展」第6回目。大山町在住の画家・朝倉弘
平［あさくら・こうへい/1983年生まれ］の最新作・表題
作をはじめ、『とっとりＮＯＷ』表紙原画や「大山ト
リップカード」原画シリーズなど138点（会期中に一部展
示替）を展示。展覧会図録刊行。

会場：第4展示室
観覧無料

 関連事業：

 ワークショップ
「ワイワイするにわには？」
（プレイベント/
  第3回ミュージアムスクール）

11/3（水・祝） (28)
講師：朝倉弘平氏（本展出品作家）
会場：第1展示室

 作家によるギャラリートーク
2/11（金・祝）
2/20（日）
2/27（日）

-

解説：朝倉弘平氏（本展出品作家）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

※代替として作家によるオンラインギャラリートーク配信

 作品をみて・はなして・きこう！
（対話による作品鑑賞）

2/23（水・祝） (6) 進行：蔵多優美氏
（デザイナー/コーディネーター/アートマネージャー）

 特別企画展
 甦る日本画家　木下翠雨
　
 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

 協力：日南町美術館

7/16（金）
～8/22（日）

[33日間］

1,784

 若手作家支援展

 朝倉弘平 雲わく庭から
 
 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

2/11
（金・祝）
〜3/6（日）

［22日間]

2,949



事　　業　　名 開催・実施期間
入場者・
参加者数
（人）

内　容

管理運営等事業

展覧会事業

フォーエバー現代美術館が所蔵する豊富な草間彌生［く
さま・やよい/1929-］のコレクションから版画や絵画、
立体作品などを加えた134点と、KDDIとのコラボ携帯電話
3点を展示。現在の草間彌生を象徴するモチーフが生まれ
た1980～1990年代の作品群を中心に、幻想的で豊かな色
彩の独特の世界を紹介した。

会場：第1〜4展示室

観覧料：一般 1,100（前売900）円、
高校・大学生 700円、中学生以下無料
＊一般で15人以上の団体（※）、障がいのある方（付添1人を
含む）は前売料金
＊70歳以上の方、高校・大学生で15人以上の団体や障がいのあ
る方（付添1人を含む ）、日本海新聞みみちゃんクラブ・米子
市美術館後援会・Feel友の会・米子市歴史館友の会会員は当日
料金の100円割引
＊会期中の水曜日は「とっとり子育て応援パスポート」「しま
ね子育て応援パスポート」提示当日券の100円割引

 関連事業：

 日本海新聞
 発刊45周年記念イベント

5/1（土） -
当日誕生日の方は観覧無料、
当日先着50人に草間彌生作品ポストカードプレゼント

 映画上映会
「≒草間彌生  わたし大好き」

5/16（日） 46(※)
会場：米子市立図書館 多目的研修室
監督：松本貴子/2008年/本編尺102分

 映画上映会
「草間彌生∞INFINITY」

5/23（日） 45(※)
会場：米子市立図書館 多目的研修室
監督：ヘザー・レンズ/2018年/本編尺77分

 共催展
 共に生きるアート展　KANSEI8
 〜障がいのある人たちが
 創造するカタチ〜

 主催：米子市
 共催：米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

9/27（月）
〜10/4（月）

[7日間]
809

市内の障がい者施設に入通所している方による美術作品
167点を展示。

会場：第4展示室
観覧料：無料

 第65回
 鳥取県美術展覧会（県展）
 
 主催：鳥取県、鳥取県教育委員会、
 新日本海新聞社
 共催：米子市美術館、倉吉博物館、
 日南町美術館

10/9（土）～
10/18（月）
会期中無休
[10日間]

2,559

県民から公募した8部門（洋画、日本画、版画、彫刻、工
芸、書道、写真、デザイン）のうち入選作品399点を展
示。

会場：全館
観覧料：無料
＊初日に審査員による講評とギャラリートークを実施

本年度より、収蔵作品展を「常設展」から「コレクショ
ン展」へ改称。本展では凸版（木版など）・凹版（銅版
など）・平版（リトグラフなど）・孔版（シルクスク
リーンなど）といった4種類の基本的な版形式に注目し、
それぞれの版種の特性を紹介。 池田満寿夫《座せるス
フィンクス》など50点の版画作品と関連資料を展示。

会　 場：第2展示室
観覧料：一般330（270）円
＊大学生以下の方、70歳以上の方、障がいのある方（付添の方
1人含む）及び米子市美術館後援会会員は無料
＊（　）内は15人以上の団体、Feel友の会、米子市歴史館友の
会会員、鳥取県ミュージアム・ネットワーク加盟館のチケッ
ト・年間パスポート等、「とっとり子育て応援パスポート」
「しまね子育て応援パスポート」提示の料金

 特別共催展
 フォーエバー現代美術館コレクション

 草間彌生展

 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館
　新日本海新聞社

 特別協賛：山陰酸素グループ
 特別協力：フォーエバー現代美術館
 協力：株式会社アート・
　　　 コンサルティング・ファーム

4/24（土）
〜5/30（日）

会期中無休
[37日間]

21,234

 第60回記念
 米子市美術展覧会（市展）

 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

6/11（金）
～6/19（土）
会期中無休
[9日間]

2,707

市民から公募した6部門（洋画、日本画、書道、写真、工
芸、彫刻）287点を展示。

＊初日開会式にて安田彰氏（琴アンサンブル安田会/米子
市音楽祭出演団体）による演奏披露、表彰式、審査講評
を実施。

会場：第1〜5展示室
観覧料：無料

 コレクション展Ⅰ

 版画の多様性
 –様々な素材 様々な技法–
 
 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

9/5（日）
〜10/3（日）
［25日間]

1,012



事　　業　　名 開催・実施期間
入場者・
参加者数
（人）

内　容

 関連事業：

 ギャラリートーク
（学芸員による展示解説）

9/18（土）
10/2（土）

(17) 解説：喜多村主幹学芸員

【新規】
 おやこでアートじかん

会期中
毎週月曜

(4)

幼い頃から美術館及び美術に親しむことを目的に、未就
学児とその親（父母・祖父母など）とが一緒に作品鑑賞
する時間を会期中の毎週月曜日午前10時〜正午に設定。
対象者に展示作品の細部に着目できるペーパーを配布し
て、より楽しめる鑑賞を促した。

足立正太郎《ラジオ》など、収蔵品からかつての「日
常」を描いた洋画や日本画、なにげない出来事やその印
象を捉えた写真、彫刻、版画作品など44点を展示。

会　 場：第2展示室
観覧料：コレクション展Ⅰに同じ

 関連事業：

 ギャラリートーク
（学芸員による展示解説）

11/20（土） (9) 解説：小川統括学芸員

【新規】
 かぞくでアートじかん

会期中
毎週月・金曜

(0)

小さな頃から美術館及び美術に親しむことを目的に、未
就学児とその保護者とが一緒に作品鑑賞する時間を会期
中の毎週月・金曜日午前10時〜正午に設定。展示作品の
細部に着目できるペーパークイズを据置配布して、大人
も子どもも楽しめる鑑賞を促した。

 ミュージアムスクール 全4回

 学芸員レクチャー
「軸の取り扱い方」
 （特別企画展関連事業）

7/24（土）
7/25（日）
7/26（月）

-
講師：青戸副館長兼主幹学芸員
会場：第3展示室
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

 アートな散歩
（美術館・山陰歴史館連携事業/
　フレイル予防事業）

10/17（日） 15（※）

解説：（当館）喜多村主幹学芸員、
（山陰歴史館）山本副館長兼主幹学芸員
場所：米子市美術館→加茂川沿い→内町ポケットパーク
→山陰歴史館

 ワークショップ
「ワイワイするにわには？」
 （若手作家支援展関連イベント）

11/3（水・祝） 28
講師：朝倉弘平氏
（若手作家支援展出品作家）
会場：第1展示室

 映画上映会
「ゴッホ  最期の手紙」

3/27（日） 38
会場：第1展示室
監督・脚本：ドロタ・コビエラ、ヒュー・ウェルチマン
2017年/本編尺96分/日本語吹き替え版

 出前講座 全2回

 就将小学校藤樹会による
 米子彫刻ロード清掃

7/2（金） 35(※)

依頼元：米子市立就将小学校
解説：小川統括学芸員
場所：米子彫刻ロード（新加茂川沿い）

「甦る日本画家 木下翠雨」
 へのお誘い

7/22（木）
［中止］

-

依頼元：米子地区書道連盟
講演：青戸副館長兼主幹学芸員
会場：米子市公会堂
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止

 米子市文化財団・
 米子工業高等専門学校連携事業

- - ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止

 米子市文化財団連携事業

 米子市文化財団
 カルチャー・フェスティバル2021
「レッツリメイク！ポスターバッグ」

11/6（土）

フェス全体

2,568(※)

うち

美術館ブース

98(※)

米子市文化財団が管理・受託している各施設が特色のあ
るワークショップを実施した。美術館ブースでは過去の
展覧会ポスターを活用したペーパーバッグを作るワーク
ショップを実施した。
会場：米子市立図書館及び米子市美術館前エントランス
広場 創作・交流広場

「施設紹介展示＆クイズラリー」 11/2(火)～7(日) 366（※） 会場：米子市立図書館2階市民ギャラリー

 コレクション展Ⅱ

 日常のかたち
 
 主催：米子市、米子市教育委員会、
（一財）米子市文化財団 米子市美術館

10/31（日）
〜11/28（日）
［26日間]

1,217

＊「文化の日」「関西文化の日」無料開放日
11/3、11/13、11/14の3日間
（期間中入場者数：533人）

教育普及事業



事　　業　　名 開催・実施期間
入場者・
参加者数
（人）

内　容

 博物館実習受入 随 　時 　　　　　-
4人受入（和光大学1人、大谷大学大学院1人、京都先端科
学大学1人、八洲学園大学1人）

 インターンシップ受入 随 　時 　　　　　-
2人受入（鳥取環境大学１人、日本海情報ビジネス専門学
校１人）

 サポーター（ボランティア） 通 　年 　　　　　-
展覧会広報補助、展覧会関連事業補助等
18回活動（第8期1年目・34人登録）

 アンケート 通 　年 　　　　　-
展覧会・イベント来場者に配布し意見・要望等を回収、
また11月より一般入館者を対象にしたアンケートを新規
作成、館内に回収箱を設置

 ホームページによる情報提供 通 　年 　　　　　-
展覧会情報、貸館展示情報、展示室空き状況、チケット
取扱等随時更新

 ＳＮＳによる情報発信 随 　時 　　　　　-
Twitter上で展覧会関連情報・イベント関連情報やトピッ
クをリアルタイムで発信

収蔵作家関係、地元作家、若手作家関係調査

次年度企画展等実施に向けた調査等

 収蔵作品・資料データベース化 通　年 - 収蔵品管理システム入力

 収蔵図書データベース化 通　年 - 収蔵品管理システム入力

米子市所蔵及び寄託刀剣手入

平山郁夫《タリム河》アクリル撤去

生田眞《ゆりと椅子》他計3点額装

徳持耕一郎《Piano & bassman》マット装

「木下翠雨の里帰りと同時代を生きた郷土の日本画家た
ち」（日南町美術館）へ藤田台石《高士図》他計2点貸出

「刀剣展−島根と中国地方の優品−」（出雲文化伝承館）
へ寄託作品《太刀 銘 安綱》1点貸出

「線を引かざる日なし/Nulla dies sine linea -鳥取ゆ
かりの美術家による素描」（鳥取県立博物館）へ木山義
喬《男胸像》他計11点貸出

画像貸出4件（5点）

洋画204点、日本画93点、素描294点、
彫刻34点、書10点、版画364点、写真841点、
工芸1点、資料74点     合計1,915点

 展覧会図録等の売捌 通　年 - 既刊展覧会図録や所蔵品目録などの販売

【新規】
 年報発行

9月発行 -
隔年報として令和元・2年度の2ヶ年分の美術館活動報告
をまとめ､巻末に付録として開館以降の展覧会実施状況を
収録

【新規】
 戸田海笛《喜怒哀楽の図》
 ブロンズレリーフの点検・清掃

11/27（土）
〜28（日）

-
《喜怒哀楽の図》のブロンズ鋳造を手掛けた黒谷美術株
式会社による点検と清掃を実施、また同作のメンテナン
ス方法を学び維持管理に努めた。

【新規】
 オリジナルグッズの製作

（調査年） -
収蔵作品をモチーフにしたオリジナルグッズ製作に向け
要望をアンケートやＳＮＳを活用した調査を実施

 開館記念日イベント 6/17（木） -
米子市展会期中の当日来場者319人に収蔵作品ポストカー
ドプレゼント

 井上幸夫・英子コレクション
 展示替等

7月
9月
12月
3月

-
アジア博物館に寄託されているアール・ヌーヴォー期の
ガラス工芸作品について定期点検を実施

34,337
美術館外で実施したもの（※）及び入場者が重複しているもの
（　）は除く主催事業入場者数合計（人）

資料収集事業

 郷土関係作家、次年度以降事業
 資料収集

通  年 -

 収蔵品の修理・修復 随　時 　　　　　-

 収蔵品の貸出等 随　時 -

 収蔵品状況

その他事業



３ 施設の利用状況

　１ 貸館利用者へのサービス向上

　２ 施設の利用状況

開館日数 317日

展示日数 253日

総入館者数　62,126人

※利用日数、利用件数、利用者数の合計は重複しているものを除く

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る開催中止（予約キャンセル）は9件

備　 考

(1) 希望団体の事前申請により、開館時間外の延長利用（開会式、搬入出作業）に対応した。

(2) 利用者との打ち合わせを徹底し、広報物及び照明プランや展示レイアウトのアドバイスを
  行った。

(3) 新型コロナウイルス感染症対策強化のため、受付テーブル用に飛沫防止用アクリルボード
  を4枚追加購入し、貸出利用に供した。

13,728 590,238第１展示室 131 20

室　　名 利用日数(日) 利用件数(件) 利用者数(人) 利用料 (円)

第２展示室 77 9 7,848 688,371

第４展示室 127 16 15,051 1,169,090

第３展示室 140 20 14,419 609,338

合　　計 198 51 27,789 3,093,114

第５展示室 7 2 389 36,077

※令和4年度前納分1件含
む


